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武
士
道
の
混
乱
、
あ
る
い
は
も
う
ひ
と
つ
の
「
創
造
」―『
葉
隠
』
か
ら
立
ち
上
が
る
も
の

上
野
　
太
祐

は
じ
め
に

菅
野
覚
明
は
『
武
士
道
の
逆
襲
』
の
な
か
で
、「
近
代
市
民
」
の
思

想
と
し
て
の
「
明
治
武
士
道
」
と
武
士
の
武
士
ら
し
さ
を
追
究
し
た

「
本
来
の
武
士
道

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
、
菅
野
）
と
を
明
確
に
区
別
す
る
と
と
も

に
、
当
時
少
数
派
で
あ
っ
た
「
新
渡
戸
武
士
道
」
が
今
日
武
士
道
の
代

表
格
の
如
く
見
な
さ
れ
て
い
る
混
乱
を
指
摘
し
た（

（
（

。
菅
野
は
多
様
な

「
明
治
武
士
道
」
の
う
ち
、
当
時
優
勢
で
あ
っ
た
「
民
族
の
精
神
」
を

基
調
と
し
た
「
国
民
道
徳
」
的
武
士
道
の
出
自
を
『
軍
人
勅
諭
』
と

『
教
育
勅
語
』
と
に
み
る
。
こ
の
種
の
「
明
治
武
士
道
」
は
、
新
生
日

本
に
近
代
国
家
を
構
築
し
国
民
を
創
出
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
体
制
側

か
ら
の
武
士
道
「
創
造
」
の
動
き
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
よ
う
が
、
明
治

期
に
限
定
せ
ず
敗
戦
ま
で
を
も
視
野
に
含
め
れ
ば
、
同
時
期
に
体
制
の

外
で
も
武
士
道
の
「
創
造
」
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ

い
。
後
に
国
家
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
井
上
哲
次

郎
（
一
八
五
六
―
一
九
四
四
）
が
『
武
士
道
叢
書
』
を
上
梓
し
た
一
九

〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
、
帝
国
日
本
は
日
露
戦
争
の
「
勝
利
」
に
わ

い
て
い
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
佐
賀
で
或
る
「
武
士
道
」
書
が
刊
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
終
結
の
お
よ
そ
五
年
も
前
か
ら
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
そ
の
書
と
は
『
葉
隠
』
で
あ
る（

（
（

。

『
葉
隠
』
は
今
日
に
至
る
ま
で
評
価
の
定
め
難
い
書
で
あ
る
。
そ
の

原
因
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
書
の
来
歴
が
先
の
大
戦
の
記
憶
と
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
佐
賀
の
地
域
文
学
研
究
者
池
田
賢
士

郎
は
県
の
文
学
史
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
「
私
は
中
学
二
年
の
と
き
に

日
本
の
敗
戦
と
出
合
い
、
そ
の
た
め
戦
時
中
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
葉

隠
へ
の
忌
避
感
が
た
い
へ
ん
強
く
、
で
き
れ
ば
触
れ
ず
に
通
り
た
い
と

の
思
い
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る（

（
（

。
あ
る
い
は
『
葉

隠
』
を
素
材
と
し
た
時
代
小
説
『
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
』
を
書
い

た
隆り

ゅ
う

慶
一
郎
は
、
冒
頭
の
小
文
で
「『
葉
隠
』
は
面
白
く
て
は
い
け
な
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い
の
か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る（

（
（

。
こ
の
問
い
か
け
に
は
、
隆
の
葛
藤

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
月
、
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
に
入
学
し
た
彼
は
陸
軍
歩
兵
聯
隊
へ
と
配

属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
と
中
原
中
也

に
傾
倒
し
て
い
た
こ
の
青
年
は
、
戦
地
に
こ
れ
ら
を
隠
し
持
っ
て
い
く

た
め
に
「
当
時
の
陸
軍
の

0

0

0

将
校
が
特
に
愛
読
し
て
い
る
と
評
判
の
『
葉

隠
』
の
中
に
仕
込
ん
で
ゆ
く
」（
傍
点
、
隆
）
こ
と
を
思
い
つ
く
。「
陸

軍
の
軍
人
が
共
鳴
す
る
思
想
な
ど
、
僕
に
と
っ
て
は
嫌
忌
の
対
象
以
外

の
何
物
で
も
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
通
り
、『
葉
隠
』
は
も
と
も

と
隆
の
「
関
心
の
外
」
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
戦
後
再
び
『
葉
隠
』

を
手
に
取
る
機
会
が
あ
り
読
み
直
し
て
み
る
と
「
面
白
か
っ
た
。
べ
ら

ぼ
う
に
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
。
先
の
問
い
か
け
は
、
戦
中
の
苦
い
記

憶
が
蘇
り
素
直
に
『
葉
隠
』
を
面
白
が
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
れ
た
隆
の

複
雑
な
心
持
ち
の
吐
露
な
の
で
あ
る
。

夙
に
指
摘
の
あ
る
通
り
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
佐
賀
軍
人
た

ち
の
壮
絶
な
死
の
報
道
を
境
に
『
葉
隠
』
は
一
躍
注
目
の
的
と
な
っ

た
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
「
教
訓
」、「
武
士
道
と
云
ハ
死
ぬ
事
と
見
付

た
り
」（
一
の
二（

（
（

）
は
、
こ
れ
の
み
を
切
り
取
れ
ば
確
か
に
武
士
を
死

へ
と
駆
り
立
て
る
文
言
と
し
て
響
き
、
戦
争
と
の
親
和
性
が
高
い
よ
う

に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
こ
う
し
た
『
葉
隠
』
理
解
は
一
面

的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
高
野
信
治
は
『
葉
隠
』
の
思
想
の
核

を
先
の
教
訓
に
で
は
な
く
、
常
朝
の
挫
折
と
葛
藤
の
体
験
に
根
ざ
し
た

「
片
務
的
・
自
己
抑
制
的
な
奉
公
」
の
ま
っ
と
う
に
あ
る
と
論
じ
る（

（
（

。

小
池
喜
明
は
『
葉
隠
』
の
思
想
的
中
核
を
、
戦
場
で
の
死
を
説
く
決
死

の
武
士
道
に
で
は
な
く
、
各
人
の
職
分
た
る
「
家
職
」
を
遂
行
す
る
畳

の
上
の
奉
公
を
説
く
「
奉
公
人
」
道
で
あ
る
と
読
む（

（
（

。
ま
た
笠
谷
和
比

古
は
、「
武
士
道
」
と
い
う
用
語
と
概
念
と
が
十
八
世
紀
段
階
で
地
方

へ
普
及
し
て
い
た
例
と
し
て
『
葉
隠
』
を
挙
げ
、
先
の
教
訓
の
真
意
が

死
に
お
け
る
武
士
道
の
成
就
に
で
は
な
く
「
武
士
と
し
て
の
完
璧
な
生0

は
い
か
に
し
て
達
成
し
う
る
か
と
い
う
覚
悟
」（
傍
点
、
笠
谷
）
に
あ

る
と
語
る（

（
（

。
あ
る
い
は
谷
口
眞
子
は
、
主
君
へ
の
没
我
的
忠
誠
心
に
注

目
す
る
従
来
の
『
葉
隠
』
像
を
相
対
化
し
、
凡
庸
な
藩
主
を
作
り
変
え

る
「
家
臣
論
」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
大
戦
の
記
憶
と
結
び
つ
い
た
か
つ
て
の
『
葉

隠
』
解
釈
を
批
判
し
、
新
た
な
『
葉
隠
』
像
の
提
示
を
試
み
た
研
究
と

し
て
位
置
付
け
う
る
。『
葉
隠
』
に
は
お
よ
そ
一
三
三
〇
も
の
記
事
が

収
録
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
亘
る
。
人
口
に
膾
炙
し
た
激
烈
な

「
教
訓
」
は
そ
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
上
記
の
諸
研
究
は
『
葉
隠
』

を
死
の
「
武
士
道
」
書
と
み
る
意
識
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
一
定
程
度

成
功
し
て
い
る
。

だ
が
、
本
来
雑
多
な
内
容
を
も
ち
多
様
な
読
み
の
余
地
を
含
ん
で
い

た
は
ず
の
『
葉
隠
』
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決
死
の
覚
悟
を
説
く

「
武
士
道
」
書
と
の
認
識
を
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
の
主
題
は
こ
の
点
の
具
体
的
な

0

0

0

0

解
明
に
あ
る
。
近
代
の
『
葉
隠
』
受
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武士道の混乱、あるいはもうひとつの「創造」

容
に
つ
い
て
は
特
に
池
田（

（1
（

、
谷
口（

（1
（

が
歴
史
的
観
点
か
ら
詳
細
に
検
討
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
成
果
に
拠
り
つ
つ
、『
葉
隠
』
の
説
く
「
武

士
道
」
が
ど
う
理
解
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
思
想
史
的
観

点
か
ら
辿
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
明
治
期
に
最
も
早
く
活
字
刊
行
さ

れ
た
『
葉
隠
』
に
注
目
し
よ
う
。

1　

中
村
郁
一
編
『
葉
隠
』
の
性
格

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
三
月
二
十
三
日
、
小
学
校
教
員
中
村

郁
一
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
二
）
の
校
訂
に
よ
り
、『
葉
隠
』（
以
下
、

中
村
『
葉
隠
』）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
佐
賀
藩
内
に
写
本
で
広

ま
っ
て
い
た
『
葉
隠
』
が
、
初
め
て
活
字
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
序
文

冒
頭
、「
葉
隠
」
の
題
字
の
傍
ら
に
「
生
粋
之
武
士
道
」
と
副
題
が
あ

り
、
こ
の
時
点
で
既
に
「
武
士
道
」
書
と
し
て
の
性
格
の
与
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
東
京
市
本
郷
区
本
郷
一
丁
目
三
番
地
に
あ
っ
た

丁
酉
社
よ
り
定
価
金
六
十
銭
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
奥
付
に
「
売
捌
所　

佐
賀
市　

各
書
林
」
と
あ
る
か
ら
、
当
初
は
主
に
佐
賀
で
広
め
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
書
に
は
明
治
三
十
九
年
二
月
十
八
日
付

―"Bushido: T
he Soul of Japan"

の
第
十
版
増
訂
版
（
英
語
）

が
日
本
で
出
版
さ
れ
た
翌
年（

（1
（

―
の
新
渡
戸
稲
造
の
序
に
続
き
中
村

郁
一
に
よ
る
次
の
自
序
が
載
る（

（1
（

。

あ
ゝ
、
葉
隠
に
散
り
残
れ
る
花
、
固
よ
り
、
晴
の
場
に
出
す
べ
き

も
の
に
、
あ
ら
ざ
ら
め
ど
、
さ
り
と
て
、
又
、
終
ひ
に
、
葉
隠
に

し
て
朽
果
て
さ
せ
ん
も
惜
し
か
ら
ず
や
。
と
て
も
麗
し
き
色
香
と

て
は
な
け
れ
ど
、
二
百
年
の
昔
に
咲
き
出
で
て
よ
り
、
結
び
た
る

実
は
、
佐
賀
藩
城
の
辺
り
に
少
な
か
ら
ず
と
ぞ
言
ふ
。
文
の
林

は
、
今
や
百
千
の
花
の
咲
き
匂
へ
る
晴
の
庭
、
そ
こ
に
移
し
植
ゑ

て
、「
葉
隠
」
の
命
将は

た
い
か
に
、
あ
は
れ
色
あ
せ
て
凋し

ぼ

み
も
や

す
る
。
但
は
、
一
ふ
し
の
匂
ひ
あ
る
果
を
も
や
結
ぶ
べ
き
。

明
治
三
十
九
年
三
月

�

中　

村　

郁　

一　

識

い
ま
や
朽
ち
つ
つ
あ
る
『
葉
隠
』
が
か
つ
て
佐
賀
に
与
え
た
影
響
の
絶

大
な
る
こ
と
を
説
き
、
文
林
に
改
め
て
周
知
せ
ん
と
の
意
図
が
窺
え

る
。
事
実
、
千
部
発
行
し
た
同
書
の
う
ち
売
れ
た
の
は
六
百
部
ほ
ど
で

残
り
の
四
百
部
は
友
人
や
名
士
な
ど
に
贈
呈
し
た
と
い
う
。
郁
一
自
身

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
時
『
葉
隠
』
の
写
本
は
「
無
用
視
」
さ
れ
襖
の

地
張
り
や
酒
造
桶
の
目
張
り
に
さ
れ
て
い
た
ら
し
い（

（1
（

。
こ
の
頃
は
郷
土

研
究
も
顧
み
ら
れ
ず
、
古
文
書
の
調
査
や
碑
文
の
謄
写
な
ど
を
し
て
い

れ
ば
「
変
人

8

8

」「
風
変
り
の
人
間
」
と
評
さ
れ
、『
葉
隠
』
出
版
の
た
め

に
資
料
を
探
し
に
旧
家
へ
行
っ
た
郁
一
も
、
役
に
立
た
ぬ
こ
と
に
奔
走

す
る
「
風
毛
者
」
と
見
ら
れ
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。「
朽
果
て
さ
せ
ん
も
惜
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し
か
ら
ず
や
」
と
の
言
葉
に
は
『
葉
隠
』
が
置
か
れ
て
い
た
当
時
の
こ

う
し
た
状
況
や
郁
一
自
身
の
苦
心
が
滲
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
気
概
は
「
固
よ
り
、
晴
の
場
に
出
す
べ
き
も
の

に
、
あ
ら
ざ
ら
め
ど
」
と
い
う
心
情
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
読
め
る
。
実

は
『
葉
隠
』
写
本
の
多
く
に
は
「
此
始
終
十
一
巻
追
て
火
中
す
べ
し
、

世
上
の
批
判
、
諸
士
の
邪
正
、
推
量
、
風
俗
な
ど
に
て
、
た
だ
自
分
の

後
学
に
覚
居
候
を
、
咄
の
ま
ゝ
に
書
付
候
へ
ば
、
他
見
の
末
に
て
は
、

意
恨
、
悪
事
に
も
可
成
候
間
、
堅
火
中
可
仕
由
呉
々
被
申
候
也
」（
小

山
本
）
と
の
但
し
書
き
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
但
し
書
き
を
文
字
通
り
に
受
け

取
れ
ば
、『
葉
隠
』
は
元
来
残
さ
れ
る
べ
き
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
晴
れ
の
場
に
出
す
べ
き
で
な
い
と
の
郁
一
の
言
葉
は
、
こ
の

「
火
中
」
但
し
書
き
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来
他
見
無

用
で
、
当
時
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
『
葉
隠
』
を
、
郁
一
は

「
色
あ
せ
て
凋
」
む
か
「
匂
ひ
あ
る
果
を
も
や
結
ぶ
」
か
、
二
つ
に
一

つ
の
可
能
性
に
賭
け
て
活
字
出
版
し
た
の
で
あ
っ
た
。

郁
一
は
自
序
の
後
に
、
例
言
、「
漫み

だ
り

草ぐ
さ

」（
（1
（

、『
葉
隠
』
本
体
（
底
本

不
詳
）、「
葉
隠　

附
録
」（
一い

っ

鼎て
い

・
常
朝
・
陣
基
の
略
伝
、
一
鼎
に
よ

る
「
用（

要
）

鑑
抄
」、「
山
本
秘
書
」〔
＝
『
愚
見
集
』〕、
直
茂
公
御
壁
書
二

十
一
箇
条
、
願
渓
法
師
の
言
・
漢
詩
）
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
例

言
に
は
彼
の
本
文
採
録
態
度
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

一
、
本
書
は
二
百
年
来
、
佐
賀
藩
に
於
て
、
精
神
教
育
に
資
し
た

る
「
葉
隠
」
中
よ
り
、
今
も
然
る
べ
し
と
、
思
ふ
も
の
の
み
を
抜

き
出
し
た
る
な
り
。
其
の
分
量
に
於
て
は
、
原
書
の
五
分
の
一
に

過
ぎ
ず
と
雖
も
、
幸
に
、
本
書
の
一
読
を
吝お

し

む
な
く
ん
ば
、「
葉

隠
」
の
真
髄
は
自
ら
瞭
然
た
る
べ
し
。

時
を
経
て
も
な
お
「
今
も
然
る
べ
し
」
と
思
わ
れ
、
一
読
す
れ
ば
「
真

髄
」
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
項
を
彼
な
り
に
抜
き
出
し
て
本
書
を
構

成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
郁
一
の
読
み
に
従
え
ば
『
葉
隠
』
は
ま
ず

も
っ
て
「
精
神
教
育
」
の
書
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
百
年
も
前
の

『
葉
隠
』
を
再
生
さ
せ
る
に
は
相
応
の
理
由
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
郁
一
の
目
は
徴
兵
に
向
か
う
。

三
、「
葉
隠
」
は
、
武
士
の
み
を
目
指
せ
り
。
さ
れ
ど
も
、
四
民
、

皆
、
兵
に
て
、
挙
国
、
尽

こ
と
ご
と

く
、
武
士
と
も
な
れ
る
今
日
は
、
其

の
職
業
の
何
た
る
を
問
は
ず
、
日
本
国
民
全
体
に
、
此
の
類
の
修

業
、
極
め
て
必
要
な
り
と
信
ず
。

五
、
此
の
「
葉
隠
」、
若
し
、
我
が
大
帝
国
国
民
の
精
神
教
育
の

一
助
と
な
る
事
を
得
ば
、
帝
国
の
為
め
に
は
慶
す
べ
く
、
古
人
も

地
下
に
満
足
の
意
を
表
す
る
な
ら
ん
こ
と
を
信
ず
。

三
で
は
国
民
皆
兵
原
則
を
梃
子
に
『
葉
隠
』
刊
行
の
意
義
が
説
か
れ
、



93

武士道の混乱、あるいはもうひとつの「創造」

五
で
は
特
に
そ
れ
を
「
大
帝
国
国
民
の
精
神
教
育
」
に
見
出
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
郁
一
は
「
武
士
」
を
「
兵
士
」
と
地
続
き
に
捉
え
る

こ
と
で
維
新
よ
り
お
よ
そ
四
十
年
を
経
た
「
今
日
」
に
『
葉
隠
』
の
再

生
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
武
士
道
」
が
言
わ
ば
「
兵
士

道
」
へ
と
接
続
す
る
読
み
解
き
を
許
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。『
葉
隠
』

再
生
を
達
成
す
べ
く
郁
一
は
「
其
の
材
料
の
選
択
、
文
の
修
正
削
補
等

は
、
独
断
に
て
こ
れ
を
な
し
」（
例
言
第
六
条
）、
時
に
「
几
べ
て
読
者

の
便
を
計
り
て
、
多
少
原
文
を
修
正
削
補
」（
例
言
第
四
条
）
し
た
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
採
録
状
況
を
丁
寧
に
辿
れ
ば
、
郁
一
が

『
葉
隠
』
を
ど
の
よ
う
に
再
生
せ
し
め
ん
と
し
て
い
た
か
が
具
体
的
に

分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
中
村
郁
一
と
い
う
明
治
末
の
ひ
と

り
の
『
葉
隠
』
読
者

0

0

の
読
み
方
を
辿
る
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

2　

中
村
『
葉
隠
』
の
実
態

本
書
は
全
二
七
七
項
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
は
小
山
本
全
項
数
を
基
準

と
す
れ
ば
、
例
言
に
あ
る
通
り
そ
の
お
よ
そ
五
分
の
一
に
あ
た
る
。
し

か
し
実
際
に
は
「
文
の
修
正
削
補
」
が
「
多
少
」
な
ら
ず
相
当
大
胆
に

行
わ
れ
、
一
部
抜
粋
に
留
ま
る
も
の
や
大
幅
に
要
約
さ
れ
た
と
考
え
う

る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。

内
容
の
検
討
に
先
立
ち
、『
葉
隠
』
の
基
礎
情
報
を
簡
単
に
確
認
し

た
い
。『
葉
隠
』
は
佐
賀
藩
士
山
本
常つ

ね

朝と
も

（
一
六
五
九
―
一
七
一
九
）

の
語
り
を
中
心
に
、
田
代
陣つ

ら

基も
と

（
一
六
七
八
―
一
七
四
八
）
が
宝
永
七

年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
六
年
半
に
わ
た
り
筆
録
・
編
集
し
た
と
考
え
ら

れ
る
全
十
一
の
聞
書
よ
り
成
る
。
聞
書
一
・
二
は
常
朝
の
教
訓
、
三
か

ら
五
は
歴
代
藩
主
の
功
労
、
六
か
ら
九
は
鍋
島
藩
士
の
功
労
、
十
は
他

藩
の
話
題
、
十
一
は
補
遺
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
聞
書
一
・
二

は
冒
頭
と
末
尾
に
常
朝
・
陣
基
の
歌
が
載
り
、
形
式
上
聞
書
三
以
降
と

分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
「
武
士
道
」
の
「
教
訓
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

い
ま
小
山
本
を
基
準
に
中
村
『
葉
隠
』
を
構
成
す
る
聞
書
の
割
合
を

算
出
す
る
と
、
や
は
り
聞
書
一
・
二
か
ら
の
抜
き
出
し
が
全
体
の
約
六

四
％
を
占
め
て
い
る
。
内
訳
は
、
冒
頭
か
ら
第
六
項
ま
で
聞
書
一
を
順

に
辿
り
、
第
七
項
か
ら
第
四
二
項
ま
で
は
一
部
典
拠
不
明
項
を
除
き
聞

書
五
・
六
・
七
・
八
・
十
一
か
ら
の
抜
き
出
し
、
第
四
三
項
か
ら
第
一

三
六
項
ま
で
は
一
部
聞
書
十
が
混
じ
る
も
概
ね
聞
書
一
・
二
が
ひ
と
ま

と
ま
り
の
項
順
に
配
列
さ
れ
、
第
一
三
七
項
か
ら
第
一
五
八
項
ま
で
は

聞
書
九
・
十
、
第
一
六
六
項
か
ら
第
一
八
四
項
ま
で
は
聞
書
一
を
少
々

挿は
さ

み
つ
つ
聞
書
三
・
四
が
続
き
、
そ
の
後
聞
書
一
・
二
に
戻
り
、
終
盤

で
聞
書
十
一
が
一
定
程
度
ま
と
め
て
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
第

四
三
項
以
降
は
、
聞
書
一
・
二
が
続
き
過
ぎ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
他

の
聞
書
を
概
ね
項
順
に
ま
と
め
て
挿
み
込
む
方
針
が
緩
や
か
に
採
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
概
観
よ
り
、
と
り
わ
け
第
七
項
か
ら
第
四
二
項
の
特
異
な
配
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列
に
注
目
し
郁
一
の
編
纂
の
特
質
を
具
体
的
に
把
握
し
た
い（

（1
（

。
冒
頭
陣

基
の
「
漫
草
」
の
後
に
『
葉
隠
』
本
文
の
序
文（

（1
（

が
続
き
、
第
一
項
か
ら

第
六
項
ま
で
は
小
山
本
と
同
配
列
で
常
朝
の
「
教
訓
」
が
並
ぶ
（
最
も

知
ら
れ
た
例
の
「
教
訓
」
も
「
武
士
道
と
云
ふ
こ
と
は
、
即
ち
死
ぬ
こ

と
と
見
付
け
た
り
」
と
い
う
形
で
第
二
項
に
出
現
す
る
）。
小
山
本
を

始
め
と
す
る
写
本
と
の
齟
齬
が
生
じ
る
の
は
第
七
項
か
ら
で
あ
る
。
小

山
本
一
の
七
は
主
君
と
「
一
味
同
心
」
で
「
死
身
」
に
な
っ
て
仕
え
た

相
良
求
馬
が
、
主
君
押
し
込
め
の
大
僉
議
を
頓
挫
さ
せ
た
と
い
う
史
実

色
の
濃
い
記
事
で
あ
る
。
対
し
て
中
村
『
葉
隠
』
第
七
項
（
五
の
六

三
）
は
、
佐
賀
藩
第
二
代
藩
主
鍋
島
光
茂
が
讒
言
す
る
者
を
嫌
っ
た
と

い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
配
列
替
え
の
真
意
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、
小
山
本
一
の
七
は
話
題
背
景
の
見
通
し
づ
ら
さ
、
人
名

略
記
な
ど
の
事
情
に
よ
り
文
意
把
握
の
困
難
な
項
で
、
そ
う
し
た
項
の

掲
出
よ
り
も
「
精
神
教
育
」
に
直
接
資
す
る
内
容
を
優
先
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。「
精
神
教
育
」
の
優
先
や
強
調
は
郁
一
の
編
集
に
窺
え

る
特
質
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
第
二
三
項
（
七
の
五
一
）
は
、
小
山

本
で
は
「『
驢ろ

鞍あ
ん

橋き
ょ
う

』
五
の
巻
十
二
丁
目
に
…
…
」
と
始
ま
り
、
鈴
木

正し
ょ
う

三さ
ん

『
驢
鞍
橋
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
村
『
葉

隠
』
底
本
に
も
恐
ら
く
は
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
郁
一
は

こ
の
叙
述
を
取
り
除
き
、
若
干
の
修
正
を
加
え
「
君
の
為
め
に
一
命
を

捨
つ
る
こ
と
よ
り
、
清
浄
な
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
義
の
為
め
に
ツ
ン
と

捨
切
つ
た
る
人
な
ら
ば
、
天
神
地
祇
も
、
皆
守
護
を
、
相
加
へ
た
ま
ふ

べ
き
な
り
」
と
い
う
部
分
の
み
を
抜
き
取
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
第
一

九
項
（
七
の
三
七
）
で
は
、
牛
島
新
助
と
中
野
金
右
衛
門
の
悪あ

っ

口こ
う

を
具

体
的
背
景
に
据
え
て
ひ
と
つ
の
教
訓
を
導
い
て
い
る
小
山
本
の
構
造
に

対
し
、
郁
一
は
こ
れ
ら
の
背
景
を
全
て
取
り
除
き
「
士
は
、
義
理
の
為

め
に
、
身
命
を
捨
て
ゝ
こ
そ
本
意
な
れ
。
…
…
一
度
、
義
理
を
取
り
違

へ
申
し
し
も
の
は
、
行
先
々
々
に
て
、
耻は

じ

を
掻
き
、
面
あ
て
に
の
み
会

ひ
て
、
つ
ら
き
も
の
な
り
。
夫
を
耻
と
思
は
ぬ
も
の
は
、
士
畜
生
な

り
」
と
教
訓
の
箇
所
だ
け
を
抽
出
し
て
い
る
。
小
山
本
の
文
脈
で
は
、

他
か
ら
辱
め
を
受
け
た
武
士
が
、
己
の
一
分
に
か
け
て
振
る
舞
う
べ
き

価
値
と
し
て
の
「
義
理
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
内
実
が
教
訓
に
込
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
村
『
葉
隠
』
で
は
そ
の
前
段
が
取
り
除
か
れ

て
し
ま
っ
た
結
果
、「
義
理
」
と
「
耻
」
と
の
関
係
が
十
分
に
は
見
え

づ
ら
く
、「
義
理
」
の
内
実
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。

特
定
の
武
士
に
よ
る
特
定
の
場
面
の
出
来
事
で
あ
っ
た
は
ず
の
話
題

が
、
郁
一
自
身
の
手
に
よ
っ
て
武
士
一
般
の
教
訓
へ
と
開
か
れ
る
事
例

も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
九
項
（
十
一
の
四
二
）
で
は
、
山
本
前
神
右

衛
門
〔
常
朝
父
〕
の
教
え
を
取
捨
選
択
し
採
録
し
て
い
る
が
、
注
目
す

べ
き
は
小
山
本
（
山
本
本
・
餅
木
本
・
孝
白
本
も
同
様
）
で
「
中
野
一

門
は
樫
ノ
木
ノ
柄
握
て
武
篇
す
る
役
也
」
と
あ
る
箇
所
の
主
語
を
「
武

士
は
」
と
一
般
化
し
て
い
る
。
同
じ
く
、
第
四
二
項
（
十
一
の
五
九
）

の
、
兵
法
は
踏
み
込
ん
で
敵
を
討
た
ね
ば
役
に
立
た
ぬ
と
い
う
中
野
神

右
衛
門
〔
常
朝
祖
父
〕
の
教
え
に
も
、
そ
の
名
へ
の
言
及
が
な
い
。
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こ
れ
ら
は
、
郁
一
が
素
材
の
一
部
を
削
除
・
修
正
し
た
例
だ
が
、
中

に
は
記
事
に
郁
一
が
意
見
を
加
え
、
本
文
の
読
み
ど
こ
ろ
を
強
調
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
八
項
（
五
の
一
二
二
）
に
は
官
位
の

低
さ
を
吉
良
上
野
か
ら
揶
揄
さ
れ
た
光
茂
が
、
官
位
が
高
く
と
も
食
え

ね
ば
何
に
も
な
ら
ぬ
と
切
り
返
し
た
話
が
載
る
。
郁
一
は
そ
の
末
尾
に

「
ま
け
ず
気
の
鍋
島
魂
性
、
さ
こ
そ
候
は
め
」
と
加
え
、
話
の
焦
点
を

「
精
神
教
育
」
に
つ
な
が
る
「
鍋
島
魂
性
」
へ
と
集
め
て
い
る
。
ま
た
、

第
九
項
（
六
の
一
）
で
は
、
竜
造
寺
隆
信
が
敵
か
ら
送
ら
れ
た
酒
を
躊

躇
な
く
呑
ん
だ
と
い
う
話
を
載
せ
る
が
、
末
尾
に
は
「
豪
気
、
敵
を
呑

む
の
概
と
ぞ
申
さ
ま
し
」
と
、
酒
を
敵
と
見
立
て
た
自
身
の
解
釈
を
加

え
そ
こ
に
隆
信
の
気
概
を
読
み
込
ん
で
い
る
。
第
二
四
項
（
八
の
四
）

の
よ
う
に
、
底
本
に
あ
っ
た
は
ず
の
野
村
源
左
衛
門
の
切
腹
事
情
を
す

べ
て
削
除
し
、
壮
絶
な
切
腹
場
面
だ
け
を
抜
き
、「
元
気
魂
性
の
ほ
ど

天
晴
な
れ
ど
も
、
心
ざ
ま
の
悪
し
か
り
し
は
、
惜
し
き
か
ぎ
り
な
り

き
」
と
「
魂
性
」「
心
ざ
ま
」
を
焦
点
と
し
た
寸
評
を
加
え
て
い
る
も

の
も
あ
る
（
第
四
節
で
後
掲
）。

よ
り
大
胆
な
改
変
事
例
と
し
て
第
三
一
項
と
小
山
本
聞
書
十
一
の
二

と
を
比
べ
て
み
よ
う
。

物
前
に
て
遠
慮
す
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
ば
、
何
某
あ
の
池
を
越
ゆ

べ
し
、
あ
の
責
口
の
先
導
を
す
べ
し
な
ど
ゝ
、
命
ぜ
ら
れ
た
る
と

き
、
躊
躇
な
く
す
べ
し
。
上
官
の
命
は
、
た
と
へ
、
火
の
中
、
水

の
上
と
雖
も
、
猛
進
す
べ
し
。
さ
れ
ど
、
之
云
ふ
べ
く
し
て
、
行

ひ
が
た
き
こ
と
な
れ
ば
、
武
士
た
る
も
の
は
よ
く
肝
に
銘
し
、
忘

る
べ
か
ら
ず
。
如
何
な
る
命
令
に
對
し
て
も
、
躊
躇
す
べ
か
ら

ず
。
躊
躇
す
る
は
、
憶
病
の
種
と
な
る
も
の
な
り
。（
中
村
『
葉

隠
』）

一
物
前
に
て
遠
慮
す
へ
か
ら
さ
る
事

譬
ハ
何
か
し
あ
の
堀
ヲ
可
乗
あ
の
責
口
の
先
を
す
へ
し
な
と
と

い
は
れ
た
る
時
如
何
有
へ
き
と
云
へ
か
ら
す
、
心
得
た
り
乗
へ

し
寄
へ
し
其
方
得
と
思
案
ヲ
廻
ら
し
分
別
を
す
へ
給
へ
と
云
へ

し
心
持
口
伝
是
の
ミ
な
ら
す
何
事
を
云
付
ら
れ
た
る
時
分
其
侭

畏
へ
し
、
惣
而
武
士
ノ
前
疑
ハ
億マ

マ

病
ノ
本
と
知
へ
し
（
小
山

本
）

戦
の
真
際
で
遠
慮
を
す
る
な
と
の
教
訓
だ
が
、
傍
線
部
は
小
山
本
を
始

め
と
す
る
諸
写
本
に
無
い
文
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
小
山
本
の
敬

語
の
使
用
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
項
は
必
ず
し
も
「
上
官
の
命
」

の
み
を
対
象
と
し
た
訓
話
と
は
限
ら
な
い（

（2
（

。「
上
官
」
と
い
う
表
現
も

近
代
の
軍
隊
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
、
増
補
に
よ
っ

て
文
の
眼
目
が
わ
ず
か
に
ず
ら
さ
れ
た
結
果
、
郁
一
自
身
の
解
釈
が
強

く
出
て
い
る
。
小
山
本
に
従
う
と
『
葉
隠
』
元
来
の
教
訓
は
戦
の
当
座

で
あ
れ
こ
れ
考
え
込
む
な
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
れ
は
常
朝
の
立
て
た
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四
誓
願
の
ひ
と
つ
「
一
於
武
士
道
お
く
れ
取
申
間
鋪
事
」
に
根
源
で
呼

応
し
た
教
え
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
教
訓
は
常
朝
が
己
を
省
み

る
中
で
見
出
さ
れ
た
「
我
等
か
一
流
之
誓
願
」（
小
山
本
序
文
）
の
延

長
に
あ
る
は
ず
だ
が
、
郁
一
は
こ
れ
を
、「
上
官
の
命
」
に
躊
躇
せ
ず

従
い
行
動
せ
よ
と
い
う
近
代
軍
隊
の
上
意
下
達
の
文
脈
か
ら
読
ん
で
い

る（
（2
（

。同
様
の
例
を
も
う
一
つ
確
認
し
た
い
。
第
三
四
項
と
小
山
本
聞
書
十

一
の
一
八
と
を
比
べ
て
み
よ
う
。

討
手
な
ど
仰
せ
付
け
ら
れ
し
時
は
、
何
方
へ
ま
ゐ
り
居
る
と
も
、

自
宅
へ
は
一
足
も
帰
ら
ず
、
直
に
馳
せ
向
ふ
べ
し
。
又
平
日
に
て

も
、
主
君
よ
り
「
御
用
」
と
の
、
御
呼
び
出
し
を
蒙
り
し
と
き
も

同
様
な
り
。
こ
は
武
士
の
嗜
み
な
り
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
主
君
の
御

用
に
、
間
に
あ
は
ぬ
こ
と
あ
る
も
の
な
り
。（
中
村
『
葉
隠
』）

一
討
手
な
と
被
仰
付
候
時
之
事

何
方
へ
参
居
候
と
も
宿
元
へ
不
帰
一
足
も
跡
へ
不
帰
直
ニ
立
向

ふ
へ
し
、
平
日
御
用
と
申
来
候
時
も
同
前
也
。
然
ハ
武
士
ハ
前

廉
ノ
覚
悟
嗜
可
入
事
也
（
小
山
本
）

一
見
さ
ほ
ど
文
意
に
変
更
が
な
い
か
に
見
え
る
が
、
末
尾
一
文
の
追
加

は
大
き
い
。『
葉
隠
』
元
来
の
強
調
点
は
、
武
士
た
る
者
は
「
前
廉
の

覚
悟
」
を
も
つ
べ
し
と
の
点
に
あ
り
、「
平
日
御
用
と
申
来
候
時
」
は

そ
の
覚
悟
の
有
無
が
最
も
露
わ
に
な
る
場
面
の
例
と
し
て
位
置
づ
い
て

い
る
。
し
か
し
中
村
『
葉
隠
』
で
は
最
後
の
一
文
が
加
わ
る
こ
と
で
、

主
君
の
御
用
に
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
事
態
に
す
べ
て
の
文
意
が
集
約

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
訓
の
発
話
者
、
出
典
、
背
景
な
ど
を
度
外
視
し
た

編
集
姿
勢
に
は
、『
葉
隠
』
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
た
文
脈
を
切
り

離
し
近
代
の
「
精
神
教
育
」
の
素
材
と
し
て
そ
れ
を
再
生
さ
せ
よ
う
と

す
る
意
図
が
一
定
程
度
見
え
る
。
こ
う
し
た
編
集
に
よ
り
郁
一
は
、
特

定
の
場
面
で
特
定
の
人
物
が
述
べ
て
い
た
は
ず
の
言
葉
を
、
武
士
一
般

0

0

の
教
訓
と
し
て
自
然
に
読
め
る
仕
掛
け
を
随
所
に
（
そ
し
て
恐
ら
く
は

無
自
覚
に
）
施
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
葉
隠
』
の
固

有
性
を
捨
象
し
、
そ
の
教
え
の
内
容
だ
け
を
吸
収
す
る
読
み
の
枠
組
み

を
提
供
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
来
『
葉
隠
』
序
文

で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
佐
賀
に
固
有
の
「
国
学
」
と
い
う
閉
じ
た
在
り

方
を
越
え
、『
葉
隠
』
を
あ
る
種
の
普
遍
的
な
「
教
訓
」
集
と
み
る
近

代
的
視
点
の
端
緒
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
中
村
『
葉
隠
』
は
「
教
訓
」

を
中
心
に
近
代
国
民
と
し
て
の
「
精
神
教
育
」
に
資
す
る
内
容
を
抽
出

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
武
士
」
を
「
兵
士
」
へ
と
地
続
き
に
す
る

種
々
の
加
工
を
通
じ
達
成
さ
れ
て
い
る
。「
教
訓
」
記
事
の
多
い
聞
書

一
・
二
・
十
一
か
ら
の
抜
き
出
し
が
本
書
全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て

い
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
郁
一
は
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『
葉
隠
』
武
士
た
ち
の
個
性
よ
り
も
、「
教
訓
」
の
普
遍
性
を
重
ん
じ

た
。
無
論
、
郁
一
自
身
は
『
葉
隠
』
そ
の
も
の
や
常
朝
・
陣
基
に
対
し

て
は
並
々
な
ら
ぬ
敬
意
を
持
っ
て
い
た
が（

（2
（

、
そ
の
加
工
は
結
果
と
し

て
、『
葉
隠
』
が
元
来
山
本
常
朝
と
田
代
陣
基
と
の
出
会
い
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
と
い
う
特
殊
性
を
後
退
さ
せ
て
い
る
。
郁
一

が
目
指
し
た
の
は
、
佐
賀
の
「
国
学
」
た
る
『
葉
隠
』
と
い
う
位
置
を

越
え
、「
我
が
大
帝
国
国
民
の
精
神
教
育
」
に
資
す
る
普
遍
的
な
教
訓

集
と
し
て
『
葉
隠
』
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ

は
新
渡
戸
稲
造
、
井
上
哲
次
郎
と
い
っ
た
著
名
な
「
武
士
道
」
論
者
た

ち
の
陰
に
隠
れ
た
、
言
わ
ば
佐
賀
の
一
小
学
校
教
員
に
よ
る
も
う
ひ
と

つ
の
「
明
治
武
士
道
」
の
「
創
造
」
な
の
で
あ
っ
た
。

3　

中
村
『
葉
隠
』
の
そ
の
後

『
葉
隠
』
の
普
遍
化
は
、
そ
の
後
郁
一
が
初
版
『
葉
隠
』
を
『
鍋
島

論
語

0

0

葉
隠
』（
傍
点
、
上
野
）
と
改
名
し
て
佐
賀
市
の
平
井
奎
文
館
よ

り
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
再
版
し
た
こ
と
に
も
象
徴
的
に
表
れ

て
い
る
。
第
二
版
の
自
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
百
餘
年
の
昔
に
咲
き
出
で
て
、
葉
隠
に
散
り
留
ま
れ
る
花
、

明
治
の
御
代
の
晴
の
庭
に
移
し
植
ゑ
て
、
色
香
愈
々
か
ぐ
は
し

く
、
畏
く
も
雲
居
遥
か
に
、
九
重
の
奥
に
色
香
を
御
覧
ぜ
ら
る
、

葉
隠
の
幸
い
か
ば
か
り
、
葉
隠
の
誉
い
か
ば
か
り
、
か
ば
か
り
の

誉
、
か
ば
か
り
の
幸
を
、
空
し
く
筺
底
に
秘
め
置
か
ん
も
、
あ
ま

り
に
本
意
な
く
思
は
れ
て
、
茲
に
第
二
版
を
出
す
こ
と
ゝ
し
つ
。

帝
国
の
新
領
土
な
る
朝
鮮
の
主
都
、
倭
城
台
下
の
鶉じ

ゅ
ん

居き
ょ

に
於

て
、
併
合
第
一
回
の
紀
元
節
を
迎
へ
た
る

明
治
四
十
四
年
二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

編　

者　

中　

村　

郁　

一　

謹　

識

初
版
の
自
序
で
は
、「
二
百
年
の
昔
」
に
咲
い
た
『
葉
隠
』
の
花
を

「
文
の
林
」、
す
な
わ
ち
「
今
や
百
千
の
花
の
咲
き
匂
へ
る
晴
の
庭
」
に

移
し
植
え
る
と
述
べ
て
い
た
。「「
葉
隠
」
の
命
将
た
い
か
に
」
と
い
っ

た
当
時
の
言
い
回
し
や
初
版
の
販
売
実
績
を
勘
案
す
れ
ば
、
恐
ら
く
郁

一
と
し
て
は
当
面
佐
賀
界
隈
で
の
『
葉
隠
』〝
再
発
見
〟
を
企
図
し
た

程
度
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
再
版
の
序
に
「
九
重
の

奥
に
色
香
を
御
覧
ぜ
ら
る
」
と
あ
る
通
り
、
こ
の
間
に
初
版
『
葉
隠
』

は
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
か
ら
旧
藩
主
鍋
島
直な

お

大ひ
ろ

を
介
し
て
明
治
天
皇
へ

と
渡
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
か
ね
て
佐
賀
で
は
「
鍋
島
論
語
」

「
肥
前
論
語
」
と
称
さ
れ
て
き
た
『
葉
隠
』
が
、
こ
の
第
二
版
刊
行
を

機
に
「
論
語
」
と
公0

称
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
現
在
で
も
『
葉
隠
』
は

「
鍋
島
論
語
と
も
い
わ
れ
」
と
語
ら
れ
て
い
る（

（2
（

）。「
論
語
」
の
名
を
冠

し
た
題
は
『
葉
隠
』
が
修
養
的
教
訓
を
も
つ
書
で
あ
る
と
の
見
方
を
読
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者
に
強
く
与
え
、
そ
う
し
た
読
み
筋
を
決
定
付
け
る
仕
掛
け
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。『
葉
隠
』
の
「
教
訓
」
は
、
近
世
の
「
武
士
道
」
思

想
と
い
う
特
殊
性
を
脱
ぎ
捨
て
、「
近
代
国
民
」
に
通
じ
る
修
養
思
想

と
い
う
普
遍
性
を
い
っ
そ
う
帯
び
て
い
く
。

続
く
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
十
一
月
十
八
日
、
郁
一
は
こ
れ
ま
で

の
抄
録
版
を
改
め
、
葉
隠
記
念
出
版
会
よ
り
『
鍋
島
論
語
葉
隠
全
集
』

を
定
価
金
二
円
で
公
刊
し
た
。『
葉
隠
』
は
こ
の
と
き
初
め
て
全
文
刊

行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
書
扉
の
「
記
念
出
版
之
辞
」
に
は
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。

今
上
天
皇
陛
下
、
御
即
位
の
大
礼
を
挙
げ
さ
せ
給
ひ
し
大
正
四
年

十
一
月
十
日
、
故
石
田
安
左
衛
門
に
対
し
、
贈
位
の
恩
命
を
賜

ふ
。
蓋
是
れ
佐
賀
藩
武
士
道
の
経
典
「
葉
隠
」
の
淵
源
を
為
し
ゝ

功
労
を
、
追
賞
せ
さ
せ
給
ふ
に
由
る
と
漏
れ
承
る
。
感
激
何
ぞ
之

に
勝
へ
む
。
嗚
呼
本
書
曩
に
は
明
治
大
帝
の
天
覧
を
添
し
、
今
又

此
の
栄
誉
を
荷
ふ
。
仍
ち
此
れ
が
記
念
と
し
て
、
本
書
を
出
版

し
、
且
つ
其
の
収
益
を
以
て
、
石
田
、
山
本
、
田
代
三
先
生
の
為

に
、「
葉
隠
」
記
念
碑
を
建
設
し
、
本
書
と
共
に
、
永
く
後
見
に

伝
へ
む
と
す
。
是
れ
、
一
は
贈
位
の
恩
命
を
賜
は
せ
ら
れ
し
、

聖
旨
に
副
ひ
奉
る
所
以
の
道
な
る
べ
く
、
一
は
永
遠
に
、
風
教
に

裨
益
す
る
所
あ
ら
む
を
信
ず
る
の
微
意
に
出
づ
。

敢
て
本
書
を
世
に
推
奨
す
る
所
以
な
り
。
尚
く
は
是
を
諒
と
せ
ら

れ
む
こ
と
を
。

「
永
遠
に

0

0

0

、
風
教
に
裨
益
す
る
所
」（
傍
点
、
上
野
）
の
あ
る
こ
と
が

『
葉
隠
』
を
世
に
「
推
奨
」
す
る
理
由
と
さ
れ
る
。
武
士
と
い
う
特
殊

な
存
在
者
へ
の
教
訓
を
超
え
、
普
遍
的
な
価
値
を
読
み
込
ま
れ
て
い
く

様
子
が
よ
く
出
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
初
版
の
「
四
民
、
皆
、
兵
に

て
、
挙
国
、
尽
く
、
武
士
と
も
な
れ
る
今
日
」
な
る
文
言
は
、
も
は
や

例
言
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。
初
版
・
第
二
版
段
階
に
お
い
て
な
お
も

注
意
深
く
国
民
皆
兵
原
則
と
結
び
付
け
て
語
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
『
葉

隠
』
の
「
今
日
」
的
意
義
は
、
今
や
改
め
て
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い（

（2
（

。

そ
の
自
序
は
以
下
の
様
に
始
ま
る
。

葉
隠
の
書
は
、
二
百
餘
年
来
佐
賀
藩
に
於
け
る
、
武
士
道
の
経
典

な
り
き
。
編
者
青
年
の
頃
よ
り
、
愛
読
之
を
措
か
す
、
其
中
に
就

い
て
、
自
己
の
修
養
に
最
も
切
実
な
る
事
項
、
若
干
を
抄
出
し

て
、
私
か
に
之
を
座
右
に
し
、
以
て
準
縄
と
為
せ
り
。

「
記
念
出
版
之
辞
」
同
様
、『
葉
隠
』
は
佐
賀
藩
の
「
武
士
道
の
経
典
」

と
明
言
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
郁
一
は
「
自
己
の
修
養
」
に
「
最
も
切
実
」
な

こ
と
を
抄
出
し
座
右
に
し
て
い
た
と
あ
り
、「
修
養
」
の
書
と
し
て

『
葉
隠
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
「
武
士
道
」
論

が
「
修
養
」
書
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す（

（2
（

。
自
序
に
は
こ
の
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後
、
中
村
『
葉
隠
』
第
二
版
も
「
未
だ
広
く
世
に
之
を
吹
聴
す
る
こ
と

為
さ
ず
、
葉
隠
れ
に
散
り
留
ま
れ
る
花
と
し
て
、
認
め
来
る
人
の
訪
ふ

に
任
か
せ
た
り
き
」
と
あ
る
。『
鍋
島
論
語
葉
隠
全
集
』
を
出
し
た
一

九
一
六
年
段
階
で
も
、『
葉
隠
』
は
一
般
に
十
分
認
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

郁
一
の
従
兄
弟
中
村
常
一
の
「
本
書
出
版
の
経
過
」
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
『
葉
隠
』
全
文
の
出
版
が
困
難
だ
っ
た
理
由
と
し
て
、
浩
瀚
で

需
要
の
範
囲
が
甚
だ
狭
く
営
利
事
業
と
し
て
普
通
の
書
店
は
手
を
出
さ

ぬ
こ
と
、『
葉
隠
』
の
内
容
を
知
っ
た
現
存
の
人
間
が
甚
だ
少
な
く
、

実
際
に
葉
隠
教
育
を
受
け
た
者
は
七
十
歳
以
上
の
「
大
老
連
」
だ
け

で
、
若
者
に
な
じ
み
の
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
七
十
歳
以
下

の
「
中
老
連
」
に
つ
い
て
は
、「
僅
か
に
葉
隠
の
名
を
知
る
の
み
で
、

其
の
内
容
を
知
ら
ぬ
人
が
多
い
様
で
あ
る
」
と
も
あ
る（

（2
（

。『
葉
隠
』
が

一
般
に
知
ら
れ
る
の
は
、
早
く
と
も
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
古
賀

伝
太
郎
連
隊
長
、「
爆
弾
三
勇
士
」、
空
閑
昇
少
佐
の
死
以
降
と
さ
れ

る（
（2
（

。『
鍋
島
論
語
葉
隠
全
集
』
は
そ
の
後
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

ま
で
に
七
版
ま
で
公
刊
さ
れ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
ま

で
広
く
普
及
し
た
主
流
本
と
さ
れ
る（

（2
（

。

4　
『
葉
隠
』
と
井
上
哲
次
郎

中
村
『
葉
隠
』
は
刊
行
当
初
さ
ほ
ど
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
は
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
序
文
を
寄
せ
た
人
々

―
そ
の
多
く
が

「
明
治
武
士
道
」
興
隆
の
立
役
者
た
ち

―
に
は
郁
一
自
ら
同
書
を

送
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
哲
次
郎
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
ひ

と
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
郁
一
か
ら
贈
ら
れ
た
中
村
『
葉
隠
』

（
初
版（

（3
（

）
に
残
さ
れ
た
井
上
直
筆
の
書
き
込
み
を
拾
い
上
げ
、
当
時
の

井
上
の
『
葉
隠
』
評
価
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。
井
上
は
「
国

民
道
徳
」
を
基
調
と
し
た
「
武
士
道
」
論
を
説
き
、
近
年
で
は
「
昭
和

二
十
年
以
前
の
わ
が
国
の
正
統
的
武
士
道
の
代
弁
者（

（3
（

」
あ
る
い
は
「
日

本
武
士
道
論
の
制
度
化
に
最
も
貢
献
し
た
人
物（

（3
（

」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
事
実
上
、
体
制
側
の
「
武
士
道
」
論
者
と
位
置
付
け
て
よ
か
ろ

う
。そ

の
井
上
が
郁
一
に
対
し
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
六
月
十

日
付
で
『
鍋
島
論
語
葉
隠
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る（

（3
（

。
要
旨
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
国
の
盛
衰
は
常
で
あ
る
が
「
古
今

三
千
年
の
久
し
き
」
を
経
て
も
「
国
家
の
命
脈
」
を
保
ち
続
け
て
い
る

の
は
、
た
だ
日
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
た
特
有
の
「
国
民
道

徳
」
が
い
わ
ゆ
る
「
大
和
魂
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
戦
闘
的
方
面
」
に

出
る
と
「
武
士
道
」
と
な
る
。
類
す
る
も
の
は
他
国
に
も
見
え
そ
う
だ

が
、
長
き
に
わ
た
り
「
発
達
」
し
「
特
色
の
多
大
」
な
る
も
の
は
他
に

無
い
。
こ
れ
こ
そ
「
我
国
の
今
日
あ
る
を
致
し
し
所
以
」
で
あ
る
。
昨

今
武
士
道
の
鼓
吹
を
嫌
う
者
も
い
る
が
、「
国
民
道
徳
」
を
「
修
養
」

し
「
大
和
魂
」
を
鼓
舞
し
「
武
士
道
」
を
奨
励
す
る
の
は
当
然
で
、
今
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後
の
戦
争
に
備
え
「
武
士
道
の
鼓
吹
」
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
佐
賀

の
中
村
郁
一
は
佐
賀
藩
の
「
武
士
道
」
書
『
葉
隠
』
か
ら
「
最
も
適
切

な
る
部
分
」
を
抜
き
出
し
て
出
版
し
た
が
、
そ
の
書
は
「
武
士
道
に
裨

補
す
る
所
尠
し
と
せ
ず
」。
し
か
し
刊
本
は
絶
版
と
な
っ
て
久
し
い
。

い
ま
再
版
し
て
世
間
の
需
要
に
応
じ
る
に
あ
た
り
、
井
上
に
序
文
の
依

頼
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
記
し
た
と
い
う
。
井
上
は
序
の
末
尾
を
「
余

非
常
に
多
忙
な
る
が
為
に
已
に
諾
し
て
未
だ
果
た
さ
ず
、
再
三
督
促
せ

ら
る
ゝ
に
及
ん
で
予
ね
て
武
士
道
に
就
い
て
感
ず
る
所
を
述
べ
て
以
て

之
が
序
と
な
す
」
と
締
め
て
い
る
。

井
上
は
『
葉
隠
』
を
「
武
士
道
」
の
本
流
に
は
位
置
づ
け
ず
、
そ
れ

を
「
裨
補
す
る
」
も
の
と
見
て
い
る
。
彼
は
郁
一
か
ら
送
ら
れ
た
『
葉

隠
』
を
ど
う
読
ん
で
い
た
の
か
。
井
上
は
読
書
の
際
に
独
自
の
記
号
を

付
し
、
欄
外
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
入
れ
て
読
解
す
る
習
癖
が
あ
っ
た
。

贈
呈
さ
れ
た
中
村
『
葉
隠
』
に
も
朱
書
き
が
残
っ
て
い
る
。
主
な
記
号

は
赤
点
線
、
赤
傍
○
（
一
字
一
字
の
右
脇
に
○
を
付
す
）、
赤
傍
△

（
一
字
一
字
の
右
脇
に
△
を
付
す
）
で
あ
る（

（3
（

。
井
上
の
記
号
や
コ
メ
ン

ト
の
付
い
た
箇
所
は
全
七
七
項
で
全
体
に
亘
っ
て
い
る
（
聞
書
ご
と
の

偏
在
も
極
端
で
な
い
）。
井
上
が
編
纂
に
加
わ
っ
た
『
武
士
道
叢
書
』

（
一
九
〇
五
）
に
『
葉
隠
』
が
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
当
時

ま
だ
活
字
刊
本
が
無
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か（

（3
（

。
興
味
深
い
の
は
、
井

上
は
中
村
『
葉
隠
』
を
読
了
し
た
後
も
『
葉
隠
』
に
は
あ
ま
り
関
心
を

抱
か
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
井
上
は
様
々
な
武
士
道
関
連
書
籍
の
出

版
・
編
纂
・
普
及
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
彼
が
一
貫
し
て
高
く
評
価
す

る
の
は
山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
―
一
六
八
五
）
の
「
武
士
道
」
論
（
と

り
わ
け
『
武
教
小
学
』）
で
あ
る（

（3
（

。
井
上
が
素
行
を
高
く
評
価
す
る
理

由
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
の
様
に
「
机
の
上
の
兵

法
」
を
講
じ
た
だ
け
で
は
な
く
、「
実
際
独
得
の
兵
法
」
に
精
通
し
、

「
武
士
道
の
淵
源
」
た
る
神
道
・
儒
教
・
仏
教
に
も
通
じ
、「
兵
法
家
と

8

8

8

8

そ
れ
か
ら
学
者
と
を
一
身
に
合
一
し
て
現
れ
て
来
た

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
不
世
出
の
人
傑

8

8

8

8

8

8

で
あ
つ
た

8

8

8

8

」（
（3
（

た
め
で
、
特
に
「
死
節
」
の
思
想
を
評
価
し
て
い
る
（
後

述
）。
後
に
『
武
士
道
の
本
質
』（
一
九
四
二
）
で
井
上
は
「
文
献
上
よ

り
見
た
る
武
士
道
の
三
派
」
と
し
て
、
武
士
道
を
①
皇
道
的
武
士
道

（
広
義
の
神
道
的
武
士
道
）、
②
儒
教
的
武
士
道
、
③
禅
的
武
士
道
の
三

派
に
分
類
し
、
こ
の
う
ち
①
を
本
質
的
に
純
日
本
的
と
評
価
し
た
上
で

素
行
を
①
に
、『
葉
隠
』
を
③
に
分
類
し
て
い
る（

（3
（

。
一
九
三
二
年
の
一

連
の
事
件
で
『
葉
隠
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
井
上
は

『
葉
隠
』
を
「
日
本
的
」
な
る
「
武
士
道
」
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

井
上
は
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
に
武
士
道
関
連
書
籍
を
収
録
し

た
『
武
士
道
集
』
中
巻
を
出
版
す
る
が
、
そ
こ
で
も
『
葉
隠
』
は
多
く

の
武
士
道
関
連
書
の
ひ
と
つ
と
い
っ
た
位
置
付
け
で
抄
録
さ
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
こ
の
『
武
士
道
集
』
中
巻
（
以
下
、
井
上
『
葉
隠
』）
と

中
村
『
葉
隠
』
と
を
重
ね
て
見
る
と
、
採
録
項
の
実
に
七
五
％
が
重
複

し
て
い
る
。
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
聞
書
一
・
二
に
つ
い
て
は
小
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武士道の混乱、あるいはもうひとつの「創造」

山
本
ベ
ー
ス
で
換
算
す
る
と
元
来
の
記
事
の
七
割
以
上
を
採
録
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
が
中
村
『
葉
隠
』
と
九
割
近
く
重
複
し

て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
聞
書

三
・
五
・
六
・
七
・
九
で
中
村
『
葉
隠
』
と
の
重
複
割
合
が
非
常
に
高

い
こ
と
は
偶
然
と
は
考
え
難
い（

（3
（

。
井
上
『
葉
隠
』
と
中
村
『
葉
隠
』
と

の
間
に
一
定
の
相
関
関
係
を
想
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
自
覚
の
有

無
は
さ
て
お
き
、
井
上
の
『
葉
隠
』
像
に
は
中
村
『
葉
隠
』
の
影
響
が

一
定
程
度
残
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

で
は
、
井
上
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
中
村
『
葉
隠
』
を
ど
う
読
み
、
ど

う
評
価
し
て
い
た
の
か
。
具
体
的
に
書
き
込
み
を
検
証
す
る
と
、
ま
ず

目
に
つ
く
の
は
、
日
常
の
教
訓
を
反
省
的
に
読
み
進
め
る
態
度
で
あ

る
。
幾
つ
か
例
を
示
そ
う
。
第
三
三
項
（
十
一
の
十
）
に
は
「
口
論
の

時
は
、
己
れ
は
、
随
分
弱
り
た
る
風
に
見
せ
か
け
て
、
対
手
に
詞
を
尽

く
さ
せ
、
対
手
を
し
て
、
勝
に
乗
つ
て
、
過
口
せ
し
め
、
其
の
、
過
言

の
弱
点
を
捉
へ
て
、
思
ふ
程
云
ふ
べ
し
」
と
の
記
事
が
あ
る
。
井
上
は

何
か
思
い
当
た
る
節
が
あ
る
様
子
で
、
上
部
欄
外
に
「
是
蓋
本
于
経

験
」
と
記
し
て
い
る
。
第
一
六
二
項
（
一
の
一
八
）
に
あ
る
、
翌
日
の

こ
と
を
前
の
晩
か
ら
準
備
せ
よ
と
の
教
え
に
は
、「
不
可
無
此
用
心
」

と
書
き
添
え
て
い
る
。
酒
の
過
飲
の
失
敗
を
語
る
第
四
六
項
（
一
の
六

八
）
で
は
、「
古
来
、
大
酒
に
て
不
覚
を
取
り
た
る
人
多
し
、
甚
だ
残

念
の
事
な
り
」
と
あ
る
本
文
に
△
を
付
し
、
欄
外
に
「
大
酒
之
害
可

想
」
と
書
き
留
め
て
い
る
。
井
上
の
ま
な
ざ
し
が
必
ず
し
も
「
戦
闘
的

方
面
」
の
教
訓
に
向
け
ら
れ
て
は
い
な
い
点
が
興
味
深
い
。

ま
た
、
素
行
を
意
識
し
て
読
ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
。
一
例
と
し
て

第
二
五
五
項
（
十
一
の
一
三
一
）
を
挙
げ
よ
う
。
こ
の
項
は
元
々
小
山

本
で
は
、「
大
綱
に
兵
法
な
し
」
と
い
う
柳
生
の
極
意
が
冒
頭
に
示
さ

れ
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
以
下
の
話
が
続
く
。
弟
子
入
り
に
来
た
何
某
と

面
会
し
た
柳
生
は
、
直
ち
に
こ
れ
が
一
廉
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
見
抜

く
。
当
人
は
特
段
思
い
当
た
る
節
が
無
い
と
ま
ご
つ
き
な
が
ら
も
「
幼

少
の
時
分
武
士
は
命
を
惜
ま
ぬ
ニ
極
り
た
り
と
ふ
と
存
候
付
而
数
年
ノ

間
心
ニ
懸
り
得
心
い
た
し
、
尓
今
ハ
死
ぬ
る
事
を
何
共
不
存
候
、
此
外

ニ
得
心
申
た
る
事
無
之
」
と
答
え
る
と
、
柳
生
は
す
ぐ
さ
ま
「
印
可
」

を
与
え
た
と
い
う
。
郁
一
は
こ
れ
に
大
き
く
手
を
加
え
、
次
の
よ
う
な

本
文
を
載
せ
て
い
る
（
以
下
引
用
に
際
し
、
井
上
が
中
村
『
葉
隠
』
に

加
筆
し
た
記
号
も
反
映
す
る
）。

柳
生
家
の
極
意
に
「
大
綱
に
兵
法
な
し
」
と
。
武
士
は
命
を
惜
ま

ぬ
に
極
り
た
り
。
平
素
心
に
か
け

8

8

8

8

8

8

、
得
心
し

8

8

8

、
今
に
死
ぬ
る
こ
と

8

8

8

8

8

8

8

を8

、
観
念
し
置
く
べ
し

8

8

8

8

8

8

8

。
こ
れ
兵
法
の
極
意
な
り
と
。

小
山
本
と
比
べ
る
と
「
精
神
教
育
」
に
資
す
る
内
容
だ
け
が
抽
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
井
上
は
、
欄
外
上
部
に
「
素
行
所
謂
死
節
」
と

書
き
込
ん
で
い
る
（
同
項
は
井
上
『
葉
隠
』
に
も
収
録
）。
井
上
は

『
武
士
道
集
』
上
巻
で
素
行
の
「
死
節
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
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る
。

武
士
と
云
ふ
も
の
は
時
々
刻
々
死
を
決
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ぬ8

、
と
云
ふ
教
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
彼
〔
素
行

―
上
野
注
〕

は
之
を
実
行
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
を
出
て
再
び
家
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

帰
る
迄
は
死
を
決
し
て
居
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
再
び
家
へ
帰
ら
ぬ
で
も
宜
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
決0

し
て
内
を
顧
る
心
が
あ
つ
て
は
い
か
ぬ
と
云
ふ
考
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
家
に
妻
子

0

0

0

0

が
居
る
と
か
骨
董
を
蓄
へ
て
あ
る
と
か
金
を
持
つ
て
居
る
と
か
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ふ
と
ど
う
も
内
を
顧
る
心
が
起
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
こ
で
す
ぐ
に
弱
み
が
出
来

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

、
一
た
び
自
分
の
門
を
出
づ
る
や
否
や
決
し
て
再
び
帰
ら
ぬ
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
よ
い
と
死
を
決
し
て
出
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
こ
で
其
の
平
生
の
心
懸
け
が
死

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

節
と
い
ふ
こ
と
で
以
て
決
心
さ
れ
て
あ
る
の
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
少
し
も
動
揺
す

0

0

0

0

0

0

る
こ
と
が
な
い

0

0

0

0

0

0

。
如
何
な
る
危
難
に
遭
遇
し
て
も
如
何
な
る
事
変

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
際
会
し
て
も
惧
る
ゝ
所
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
（4
（

井
上
の
考
え
る
素
行
「
武
士
道
」
の
要
点
「
死
節
」
の
目
指
す
と
こ
ろ

が
、「
決
心
」
に
よ
る
「
動
揺
」
の
な
さ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
恐

ら
く
は
同
様
の
観
点
か
ら
、
井
上
は
続
く
第
二
五
六
項
（
十
一
の
一
三

三
）
に
も
着
目
し
、「
必
死
の
観
念
、
一
日
仕
切
り
（
一
日
限
り
と
し

一
日
一
日
に
新
に
其
翌
日
は
更
に
新
に
な
す
意
）
な
る
べ
し（

（4
（

」「
軒
を

出
づ
れ
ば
死
人
な
り
。
中
門
を
出
づ
れ
ば
敵
を
見
る
」
と
い
う
箇
所
に

○
を
付
し
欄
外
に
「
凡
為
士
者
不
可
無
此
覚
悟
」
と
記
し
て
お
り
「
覚

悟
」
を
重
ん
じ
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
点
で
、
第
一
〇
三
項
（
一
の
一
九
三
）

に
も
注
目
し
て
お
く
。

我
が
身
に
か
ゝ
り
た
る
重
き
こ
と
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
一
分
の
分
別
に
て
地
盤
を

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

す
ゑ
8

8

、
無
二
無
三
に
踏
み
破
り
て

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
仕
て
の
か
ね
ば

8

8

8

8

8

8

、
埒
明
か
ぬ

8

8

8

8

も
の
な
り

8

8

8

8

。
大
事
の
場
を
人
に
談
合
し
て
は
、
見
限
ら
る
ゝ
事
多

く
、
人
が
有
の
ま
ゝ
に
云
は
ぬ
も
の
な
り
。
斯
か
る
折
が

8

8

8

8

8

、
我
が
8

8

分
別
8

8

、
入
用
な
る
も
の
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

。
兎
角
気
違
ひ
に
と
極
め
て
、
身
を

捨
つ
る
に
片
付
く
れ
ば
済
む
な
り
。
此
の
際
、
よ
く
仕
よ
う
と
思

へ
ば
、
迷
ひ
が
出
来
て
、
多
分
仕
損
ず
る
な
り
。

全
体
に
及
ん
だ
夥
し
い
記
号
が
、
そ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る

（
同
項
は
井
上
『
葉
隠
』
に
も
収
録
）。
欄
外
に
「
大
丈
夫
當
如
此
」
と

書
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
記
事
に
「
大
丈
夫
」
の
具
体
像
を
み
て
い
る
ら

し
い
。
第
八
九
項
（
二
の
三
三
）
へ
の
書
き
込
み
に
も
井
上
の
読
み
の

特
色
が
窺
え
る
。

恋
の
至
極
は
、
忍
恋
な
り
「
恋
ひ
死
な
ん
後
の
烟
に
そ
れ
と
知

れ
、
終
ひ
に
も
ら
さ
ぬ
中
の
思
ひ
を
」
か
く
の
如
き
な
り
。
命
の

内
に
、
そ
れ
と
知
ら
す
る
は
、
深
き
恋
に
あ
ら
ず
、
思
ひ
死
の
、

け
だ
か
き
こ
と
限
り
な
し
。
た
と
へ
先
方
よ
り
「
個
様
に
て
は
な

き
か
」
と
、
問
は
れ
て
も
「
全
く
思
ひ
も
よ
ら
ず
」
と
云
ひ
て
、
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只
思
ひ
死
に
、
極
む
る
が
至
極
な
り
。
此
の
事
は
、
萬
の
心
得
に

わ
た
る
べ
し
。
主
従
の
間
な
ど
、
此
の
心
に
て
済
む
な
り
。
又
人

8

8

の
陰
に
て
嗜
む
が

8

8

8

8

8

8

8

、
則
ち
公
界
に
て
の
た
し
な
み
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。
独
り
居

8

8

8

る
く
ら
が
り
に
て

8

8

8

8

8

8

8

、
賤
し
き
挙
動
を
な
す
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
ま
こ
と
に
よ
ろ
し

8

8

8

8

8

8

8

か
ら
ず

8

8

8

。
又
人
の
目
に
か
ゝ
ら
ぬ
胸
の
中
に

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
賤
し
き
こ
と
を
思

8

8

8

8

8

8

8

は
ぬ
様
に

8

8

8

8

、
心
が
け
ね
ば

8

8

8

8

8

、
公
界
に
て

8

8

8

8

、
奇
麗
に
見
え
ず

8

8

8

8

8

8

、
俄
か
8

8

に
た
し
な
み
て
は

8

8

8

8

8

8

8

、
垢
が
見
ゆ
る
も
の
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

こ
の
項
は
「
又
」
を
挿
み
前
半
と
後
半
と
で
内
容
が
分
か
れ
て
い
る
。

前
半
は
今
日
『
葉
隠
』
中
最
も
注
目
を
集
め
る
記
事
の
ひ
と
つ
「
忍

恋
」
の
主
従
関
係
を
説
い
た
箇
所
だ
が
、
井
上
は
こ
こ
に
は
興
味
を
示

し
て
い
な
い
。
記
号
は
専
ら
後
半
に
集
中
し
、
そ
の
欄
外
上
部
に
は

「
是
中
庸
至
誠
之
意
」
と
あ
り
素
行
「
武
士
道
」
に
説
か
れ
る
「
中
庸
」

「
至
誠
」
と
の
つ
な
が
り
を
読
み
込
ん
で
い
る
。

他
方
、
井
上
の
率
直
な
感
想
か
ら
は
『
葉
隠
』
と
の
距
離
も
見
て
取

れ
る
。
第
二
四
項
（
八
の
四
）
の
野
村
源
左
衛
門
切
腹
に
つ
い
て
、
中

村
『
葉
隠
』
は
次
の
本
文
を
載
せ
て
い
る
。

野
村
源
左
衛
門
切
腹
の
時
、
介
錯
人
へ
申
し
候
は
、
存
分
に
、
腹

を
切
り
、
篤
と
仕
舞
ひ
た
る
後
、
首
を
撃
て
と
申
す
と
き
、
切
る

べ
し
。
若
し
、
声
を
か
け
ざ
る
内
に
切
り
た
ら
ば
、
汝
七
代
ま

で
、
祟
り
殺
す
べ
し
と
、
屹
度
に
ら
み
付
け
し
か
ば
、
介
錯
人

は
、
心
安
か
れ
、
汝
の
存
分
に
任
す
べ
し
と
云
ひ
ぬ
。
さ
て
、
腹

を
木
綿
に
て
巻
き
立
て
、
十
文
字
に
切
り
、
前
に
腸
出
で
た
る
と

き
、
少
し
色
青
く
な
り
し
が
、
小
鏡
を
取
り
出
し
て
、
面
色
を

見
、
硯
と
紙
と
を
乞
ひ
ぬ
。
傍
人
、
最
早
よ
く
は
な
き
と
申
し
候

へ
ば
、
眼
を
ク
ヮ
ツ
と
見
開
き
、
い
や
い
や
、
未
だ
仕
舞
は
ず
、

と
て
筆
と
り
て
、

腰
抜
け
と
、
云
ふ
た
伯
父
め
、
く
そ
く
ら
へ
、

死
ん
だ
る
跡
で
、
思
ひ
知
る
べ
し
。

と
書
き
、
是
を
伯
父
に
見
せ
よ
、
と
家
来
に
渡
し
、
サ
ア
こ
れ
で

よ
ろ
し
、
首
斬
れ
と
云
ひ
ぬ
、
元
気
魂
性
の
ほ
ど
、
天
晴
な
れ
ど

も
、
心
ざ
ま
の
悪
し
か
り
し
は
、
惜
し
き
か
ぎ
り
な
り
き
。

先
述
（
第
二
節
）
の
通
り
、
小
山
本
に
は
野
村
源
左
衛
門
の
素
生
と
切

腹
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
他
の
悪
行
の
数
々
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
恐
ら
く
中
村
『
葉
隠
』
の
底
本
に
も
書
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
郁
一
は
そ
れ
を
大
幅
に
省
略
し
、
代
わ
り
に
ま
と
め
を
末
尾
に
付

し
て
い
る
。
郁
一
は
「
元
気
魂
性
」「
心
ざ
ま
」
に
注
目
し
て
い
る
が
、

井
上
は
欄
外
に
「
痩
我
慢
過
度
則
可
笑
」
と
書
き
入
れ
こ
の
記
事
を
一

笑
に
付
し
、
距
離
を
保
っ
た
読
み
を
し
て
い
る
。

『
葉
隠
』
へ
の
違
和
感
や
反
対
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
芸

能
の
位
置
付
け
に
関
す
る
第
一
二
九
項
（
一
の
一
四
六
）
の
「
芸
能
に

上
手
と
云
は
る
ゝ
人
は
、
馬
鹿
風
の
者
な
り
。
こ
れ
は
、
只
一
偏
に
貪



104

著
す
る
愚
痴
故
、
餘
念
無
く
て
、
上
手
に
な
る
な
り
。
何
の
益
に
も
立

た
ぬ
な
り
」
に
は
「
芸
能
亦
可
尚
」
と
反
論
す
る
。
同
じ
く
第
五
九
項

（
一
の
八
八
）
で
も
「
芸
は
身
を
亡
ぼ
す
も
の
な
り
。
何
に
よ
ら
ず
、

一
芸
あ
る
も
の
は
芸
者
に
て
、
侍
に
あ
ら
ず
。
侍
は
、
侍
の
本
務
を
、

専
一
と
心
が
く
べ
き
な
り
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
「
士
之
所
為
。

是
亦
芸
也
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
葉
隠
』
と
の
考
え
の

違
い
が
最
も
顕
著
に
出
て
い
る
の
が
第
七
五
項
（
一
の
五
五
）
で
あ

る
。

凡
べ
て
、
人
の
行
為
に
付
い
て
の
批
判
は
、
す
ま
じ
き
も
の
な
れ

ど
も
、
是
も
武
道
の
吟
味
な
れ
ば
よ
ろ
し
。
前
以
て
、
吟
味
し
置

か
ざ
れ
は
、
事
に
遭
遇
し
て
、
分
別
出
来
合
ひ
申
さ
ず
、
思
の
外

の
、
恥
に
な
る
も
の
な
り
。
就
中
、
武
道
は
、
今
日
の
事
も
知
ら

ず
と
思
ひ
て
、
日
々
夜
々
に
、
箇
条
を
立
て
て
、
吟
味
す
べ
き
こ

と
な
り
。
時
の
行
き
か
ゝ
り
に
て
、
勝
負
は
あ
る
べ
し
。
恥
を

か
ゝ
ぬ
仕
様
は
、
死
ぬ
決
心
を
す
る
迄
な
り
。
た
と
へ
、
其
の
場

に
て
叶
は
ず
ば
、
打
返
し
す
べ
き
な
り
。
是
に
は
、
智
恵
も
業
も

不
用
な
り
。
勝
負
を
考
へ
ず
、
唯
無
二
無
三
に
、
死
狂
ひ
す
る
ば

か
り
な
り
。

郁
一
は
、
元
来
あ
っ
た
は
ず
の
赤
穂
浪
士
・
曾
我
兄
弟
に
対
す
る
常
朝

の
批
判
・
吟
味
を
省
き
「
人
の
行
為
に
付
い
て
の
批
判
は
」
と
始
め
る

こ
と
で
話
題
を
一
般
化
さ
せ
て
い
る
。
井
上
は
こ
の
欄
外
に
「
結
論
議

論
有
弊
」
と
書
い
て
い
る
。「
結
論
」
と
は
、
恥
を
か
か
ぬ
た
め
に

「
唯
無
二
無
三
」
で
「
死
狂
ひ
」
し
て
「
打
返
し
」
す
る
こ
と
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
は
こ
の
発
想
と
ひ
と
ま
ず
距
離
を
取
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
井
上
が
「
死
狂
ひ
」
の
姿
勢
自
体
を
問
題
視
し

た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。「
死
狂
ひ
」
が
主
題
化
さ
れ
た
第
七
一
項

（
一
の
一
一
三
）
を
見
よ
う
。

武
士
道
は

8

8

8

8

、
死
狂
ひ
な
り

8

8

8

8

8

。
本
気
に
て
は

8

8

8

8

8

、
大
業
は
な
ら
ず

8

8

8

8

8

8

。
気8

違
ひ
に
な
つ
て

8

8

8

8

8

8

、
死
狂
ひ
す
る
ま
で
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。
武
士
道
に
於
て

8

8

8

8

8

8

、
分8

別
出
来
く
る
と
き
は

8

8

8

8

8

8

8

8

、
早
後
る
ゝ
な
り

8

8

8

8

8

8

。
忠
も
孝
も

8

8

8

8

、
差
別
な

8

8

8

く8

、
此
の
二
つ
の
道
に
於
て
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
死
狂
ひ
な
り

8

8

8

8

8

。
此
の
中
に

8

8

8

8

、
忠8

孝
は
自
ら
こ
も
る
も
の
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。（
（4
（

井
上
は
こ
こ
に
「
此
言
有
味
」
と
書
き
残
し
て
お
り
、
そ
の
記
号
の
多

さ
か
ら
も
「
死
狂
ひ
」
そ
の
も
の
を
直
ち
に
問
題
視
し
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
。
第
一
六
三
項
の
「
孝
は
忠
に
付
く

8

8

8

8

8

8

、
而
し
て
同
物
な

8

8

8

8

8

8

り8

。
即
ち
忠
と
孝
と
は
一
致
な
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

」
と
い
う
本
文
の
欄
外
に
「
是
為
忠

孝
一
致
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
本
気
」
を
超
え

「
分
別
」
無
き
「
死
狂
ひ
」
の
姿
勢
で
し
か
忠
孝
を
実
現
で
き
な
い
と

い
う
第
七
一
項
の
趣
旨
自
体
に
は
、
一
定
の
評
価
（「
味
」）
を
み
と
め

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
第
七
五
項
の
「
結
論
」
に
井
上
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が
「
議
論
有
」
と
み
た
の
は
、「
死
狂
ひ
」
そ
の
も
の
が
問
題
だ
か
ら

で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
打
返
し
」
と
い
う
極
端
な
暴
力
の
形
と
し
て
発

動
さ
れ
る
姿
勢
に
馴
染
め
な
さ
を
お
ぼ
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
井
上

の
感
じ
た
こ
の
わ
ず
か
な
わ
だ
か
ま
り
こ
そ
は
、
体
制
か
ら
「
創
造
」

さ
れ
た
「
国
民
道
徳
」
と
し
て
の
「
武
士
道
」
論
に
は
包
摂
さ
れ
え
な

い
新
た
な
「
武
士
道
」
の
芽
が
、『
葉
隠
』
か
ら
立
ち
上
が
り
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
は
な
か
っ
た
か
。

以
上
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
村
『
葉
隠
』
に
対
す
る
井
上

直
筆
の
書
き
込
み
を
具
体
的
に
紹
介
・
検
討
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

「
明
治
武
士
道
」
主
流
派
を
「
創
造
」
し
た
井
上
の
『
葉
隠
』
観
の
特

質
を
ま
と
め
た
い
。
ま
ず
、『
武
士
道
集
』
中
巻
の
採
録
項
の
検
討
か

ら
、
中
村
『
葉
隠
』
の
影
響
が
多
分
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
か
し
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
と
、
彼
は
あ
く
ま
で
素
行

「
武
士
道
」
を
参
照
軸
に
『
葉
隠
』
を
読
み
進
め
て
お
り
、『
葉
隠
』
の

発
想
か
ら
は
距
離
を
取
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
井
上
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、『
葉
隠
』
の
教
訓
は
具
体
的
過
ぎ
、
自
身
が
思
い
描
く
「
学
」
の

像
を
結
び
難
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
評
価
は
一
九
四
〇
年
代

に
至
っ
て
も
、『
葉
隠
』
を
「
純
日
本
的
」
と
は
認
め
ず
「
禅
的
武
士

道
」
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
、「
国
民
道
徳
」
と
し
て
の
「
武
士
道
」

の
中
心
に
据
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
と
一
定
の
関
係
を
も
つ
で

あ
ろ
う
。
郁
一
に
寄
せ
た
序
文
が
「
再
三
督
促
せ
ら
る
ゝ
に
及
ん
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

予

ね
て
武
士
道
に
就
い
て
感
ず
る
所
」（
傍
点
、
上
野
）
を
書
い
た
と
締

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
井
上
の
率
直
な
『
葉
隠
』
評
価
を

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
体
制
の
外
か
ら
「
創
造
」
さ
れ
た
「
武
士
道
」
と
し
て

中
村
郁
一
編
纂
『
葉
隠
』
に
注
目
し
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
解
明
し

て
き
た
。
明
治
期
に
簇
生
し
た
武
士
道
論
の
な
か
で
、『
葉
隠
』
に
基

づ
く
「
武
士
道
」
は
こ
の
時
期
の
中
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
郁
一
は
当
初
よ
り
国
民
皆
兵
原
則
を
下
敷
き
に
し
て
「
武
士
」
を

「
兵
士
」
へ
と
地
続
き
に
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
近
代
「
国
民
」
に
遍

く
通
じ
る
「
精
神
教
育
」
の
書
と
し
て
『
葉
隠
』
を
再
生
さ
せ
よ
う
と

試
み
て
い
た
。
し
か
し
、「
国
民
道
徳
」
の
立
場
か
ら
「
武
士
道
」
を

論
じ
た
井
上
哲
次
郎
は
、
他
な
ら
ぬ
郁
一
の
『
葉
隠
』
を
通
じ
、
同
書

に
一
定
の
距
離
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
判
明
し
た
。
冒
頭
に

引
い
た
証
言
に
基
づ
け
ば
戦
時
中
の
「
精
神
」
の
中
核
に
位
置
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
『
葉
隠
』
だ
が
、
国
民
道
徳
と
の
関
係
性
は
な
お
一

層
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
さ
ら
な
る
実
態
解
明
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

註（
1
）
菅
野
覚
明
『
武
士
道
の
逆
襲
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
）。
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（
2
）
大
園
隆
二
郎
「
山
本
常
朝
の
周
辺
と
明
治
以
降
に
お
け
る

『
葉
隠
』
の
刊
行
」（『
新
校
訂　

全
訳
注　

葉
隠
』
中
巻
所
収
、

菅
野
覚
明
他
校
注
、
講
談
社
、
二
〇
一
八
、
八
五
八
頁
）。

（
3
）
池
田
賢
士
郎
「
近
代
の
葉
隠

―
そ
の
足
ど
り　

前
編
」

（『
葉
隠
研
究
』
七
六
号
、
二
〇
一
四
）。

（
4
）
隆
慶
一
郎
『
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
』
上
巻
（
新
潮
社
、

一
九
九
〇
、
五
―
十
三
頁
）。

（
5
）
以
下
、『
葉
隠
』
本
文
の
引
用
は
全
て
小
山
信
就
所
持
の
識
語

を
も
つ
写
本
（
小
山
本
）
よ
り
筆
者
が
翻
刻
し
た
本
文
を
用
い

る
。
小
山
本
は
文
化
元
年
十
二
月
（
西
暦
で
は
一
八
〇
五
年
一

月
）
の
奥
書
を
持
ち
、
現
在
知
ら
れ
る
同
筆
全
聞
書
一
揃
い
の

『
葉
隠
』
写
本
の
内
で
最
も
古
い
。
引
用
に
際
し
て
は
、
読
み
易

さ
を
考
慮
し
適
宜
読
点
を
付
し
、
当
該
記
事
の
出
現
箇
所
を
末
尾

の
（　

）
内
に
聞
書
番
号
、
項
番
号
の
順
で
表
記
す
る
。
項
番
号

は
『
定
本　

葉
隠
〔
全
訳
注
〕』
上
中
下
巻
（
佐
藤
正
英
校
訂
、

吉
田
真
樹
監
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
七
）
に
従
い
、
翻
刻
に
際

し
本
書
を
参
考
に
し
た
。

（
6
）
高
野
信
治
「『
葉
隠
』
に
関
す
る
一
考
察

―
そ
の
思
想
形

成
の
諸
契
機
を
め
ぐ
っ
て
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
〇

号
、
一
九
九
六
）、「『
葉
隠
』
思
想
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
葉

隠
研
究
』
五
〇
号
、
二
〇
〇
三
）。

（
7
）
小
池
喜
明
『
葉
隠　

武
士
と
「
奉
公
」』（
講
談
社
、
一
九
九

九
）。

（
8
）
笠
谷
和
比
古
「
武
士
道
概
念
の
史
的
展
開
」（『
日
本
歴
史
』

三
五
号
、
二
〇
〇
七
）。

（
9
）
谷
口
眞
子
「
没
我
的
忠
誠
論
の
再
検
討

―
『
葉
隠
』
新
解

釈
の
試
み
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
研
究
科
紀
要
』
第
四
分
冊
五

六
号
、
二
〇
一
〇
）。

（
10
）
池
田
前
掲
論
文
参
照
。

（
11
）
谷
口
眞
子
「
読
み
替
え
ら
れ
た
「
葉
隠
」

―
そ
の
刊
行
と

受
容
の
歴
史
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
』
九
号
、
二
〇

一
七
）。

（
12
）
谷
口
前
掲
論
文
（
二
〇
一
七
）、
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』

（
矢
内
原
忠
雄
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
、
三
頁
）
参
照
。

（
13
）『
葉
隠
』（
中
村
郁
一
校
訂
、
丁
酉
社
、
一
九
〇
六
）。
以
下
引

用
に
際
し
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
字
体
を
許
容
字
体
に
改
め

振
り
仮
名
を
付
し
た
。
ま
た
以
下
行
論
の
都
合
上
、
傍
線
等
を
施

し
た
。

（
14
）
池
田
前
掲
論
文
、「
日
曜
譚
片　
〝
葉
隠
〟
が
世
に
出
る
迄
」

（『
朝
日
新
聞
』
佐
賀
版
、
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
六
日
）
参
照
。

（
15
）
大
園
前
掲
論
文
、『
武
士
道
の
経
典　

葉
隠
の
祖
述
者　

山
本

常
朝
先
生　

全
』（
中
島
吉
郎
遺
稿
、
中
村
郁
一
補
修
、
佐
賀
郷

友
社
、
一
九
三
二
）
参
照
。

（
16
）
写
本
に
よ
り
重
大
な
相
違
が
あ
り
但
し
書
き
そ
の
も
の
の
解
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釈
も
確
定
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

詳
細
は
前
掲
『
定
本　

葉
隠
〔
全
訳
注
〕』
上
、
二
四
四
頁
参
照
。

（
17
）「
漫
草
」
は
松
盟
軒
こ
と
田
代
陣つ

ら

基も
と

の
著
と
さ
れ
た
小
文
で
元

来
『
葉
隠
』
に
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
郁
一
は
こ
れ
を
『
葉

隠
』
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
配
列
し
て
い
る
。

（
18
）
以
下
、
便
宜
上
付
し
た
中
村
『
葉
隠
』
項
番
号
の
直
後
に
小

山
本
該
当
項
を
丸
括
弧
内
に
聞
書
序
数
、
項
番
号
の
順
で
示
す
。

以
後
、
中
村
『
葉
隠
』
は
「
第
○
項
」、
小
山
本
は
「
一
の
○
○
」

と
表
記
し
分
け
る
。

（
19
）
序
文
は
小
山
本
と
言
い
回
し
の
異
な
る
箇
所
が
若
干
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
が
郁
一
の
修
正
な
の
か
、
翻
刻
の
誤
り
な
の
か
、
中

村
『
葉
隠
』
底
本
の
表
記
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
20
）
前
掲
『
定
本　

葉
隠
〔
全
訳
注
〕』
で
は
、
小
山
本
内
に
出
現

す
る
敬
意
表
現
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
訳
出
を
試
み
て
い
る
。

『
葉
隠
』
で
は
敬
語
の
使
い
分
け
が
極
め
て
慎
重
に
成
さ
れ
て
い

る
。
併
せ
て
、
吉
田
真
樹
「『
葉
隠
』
の
武
士
言
語

―
「
候
」

の
射
程
に
つ
い
て
」（
同
上
巻
所
収
）
参
照
。

（
21
）
他
方
、
こ
う
し
た
読
み
方
が
（
自
然
と
）
要
請
さ
れ
る
時
代

背
景
に
つ
い
て
は
谷
口
前
掲
論
文
（
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
22
）
中
村
『
葉
隠
』
中
に
「
石
田
一
鼎
先
生

0

0

伝
」「
山
本
常
朝
先
生

0

0

伝
」「
田
代
陳マ

マ

基
先
生

0

0

伝
」（
傍
点
、
上
野
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ
る
。

（
23
）
童ど

う

門も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

「
両
想
い
の
努
力
の
例
『
葉
隠
』」（
週
刊
「
東
洋

経
済
」
二
〇
一
六
年
三
月
号
所
収
）
な
ど
。

（
24
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
島
由
紀
夫
に
よ
る
次
の
慎
重
な
留
保
を

改
め
て
想
起
し
た
い
。「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
物
を
読
ん
で
い

く
と
き
に
は
、
ま
ず
武
士
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
前
提
の
違
い

が
当
然
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
提
の
違
い
を
一
度
と
び

越
し
て
読
ん
で
い
け
ば
、
そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
人
生
知
や
、
現
代

で
も
応
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
関
す
る
知
恵
が
働
い

て
い
る
。
…
…
「
葉
隠
」
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、
前
提
の
違

う
も
の
か
ら
出
発
し
て
内
容
に
共
感
し
、
ま
た
最
後
に
前
提
の
違

い
へ
き
て
、
は
ね
と
ば
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。」（
三
島
由
紀
夫
『
葉
隠
入
門
』、
新
潮
社
、
一
九
八
三
、

二
六
―
二
七
頁
）。

（
25
）
新
渡
戸
稲
造
が
武
士
道
に
は
経
典
が
無
い
と
説
い
た
こ
と
に

井
上
哲
次
郎
が
山
鹿
素
行
の
『
武
教
小
学
』
を
引
き
反
論
し
た
こ

と
を
想
起
し
た
い
（
鈴
木
康
史
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
武
士
道

の
創
出
」、『
体
育
科
学
系
紀
要
』
二
四
巻
、
二
〇
〇
一
ａ
）。

（
26
）
鈴
木
康
史
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
武
士
道
論
の
研
究

―

方
法
論
的
議
論
」（『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
論
集
』
二
、
二
〇
〇

一
ｂ
）
参
照
。

（
27
）『
鍋
島
論
語
葉
隠
全
集
』（
中
村
郁
一
編
、
佐
賀
郷
友
社
、
一

九
一
六
、
一
三
―
一
四
頁
）。
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（
28
）
池
田
前
掲
論
文
、
谷
口
前
掲
論
文
（
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
29
）
池
田
前
掲
論
文
参
照
。

（
30
）
東
京
都
立
図
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号1560/ 23

。
内
題
の
右

傍
に
「
敬
呈
井
上
博
士
玉
案
下
／
中
村
郁
一
」
と
あ
る
。
序
文
冒

頭
「
浮
世
か
ら
」
の
二
首
の
載
る
箇
所
に
「
井
上
巽そ

ん

軒け
ん

図
書
□
」

の
朱
印
が
あ
る
。

（
31
）
菅
野
前
掲
書
、
二
六
六
頁
。

（
32
）
鈴
木
前
掲
論
文
（
二
〇
〇
一
ｂ
）
参
照
。

（
33
）『
鍋
島
論
語
葉
隠
全
集
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
「
抄
録
葉
隠
第
二

版
」
と
あ
る
が
、
明
治
四
十
四
年
刊
行
時
点
の
本
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
。

（
34
）
こ
れ
ら
の
記
号
は
井
上
文
庫
の
他
の
蔵
書
に
も
見
え
、
彼
自

身
の
著
作
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
井
上
の
書
き
込
み
が

残
る
中
村
『
葉
隠
』
に
は
鉛
筆
傍
線
も
あ
る
が
、
井
上
筆
の
確
証

が
な
く
分
析
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。

（
35
）
谷
口
前
掲
論
文
（
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
36
）
今
日
素
行
の
論
は
一
般
に
士
道
と
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

井
上
の
主
張
を
踏
ま
え
「
武
士
道
」
で
通
す
。

（
37
）『
武
士
道
集
』
上
巻
（
井
上
哲
次
郎
校
訂
、
春
陽
堂
、
一
九
三

四
）、
二
七
頁
。

（
38
）「
又
『
鍋
島
論
語
』
と
称
せ
ら
る
ゝ
『
葉
隠
』
も
禅
的
著
書
の

一
種
で
、
其
の
著
者
山
本
常
朝
に
は
湛
然
和
尚
の
感
化
が
尋
常
で

な
か
つ
た
」（『
武
士
道
の
本
質
』、
八
光
社
、
一
九
四
二
、
一
一

六
頁
）。

（
39
）
他
方
、
聞
書
四
・
八
・
十
・
十
一
は
中
村
『
葉
隠
』
と
の
重

複
率
が
五
〇
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
説
明
す
る
準
備
は

本
稿
に
は
無
い
。

（
40
）
前
掲
『
武
士
道
集
』
上
巻
、
二
八
頁
（
傍
点
等
、
井
上
）。

（
41
）
丸
括
弧
内
の
補
い
は
中
村
『
葉
隠
』
本
文
マ
マ
。

（
42
）
第
二
〇
五
項
（
二
の
四
八
）
の
「
其
の
中
に
、
生
き
て
恥
を

さ
ら
し
、
胸
を
、
焦
さ
ん
よ
り
は
と
、
腹
を
切
る
方
せ
め
て
な
る

べ
し
。
命
を
惜
し
み
、
む
だ
死
に
な
ど
と
て
、
生
き
方
の
分
別
に

仕
か
へ
見
よ
、
よ
し
今
よ
り
さ
き
、
五
年
十
年
二
十
年
の
間
、
生

き
て
ん
と
も
、
諸
人
に
後
指
さ
ゝ
れ
、
恥
を
さ
ら
し
て
、
死
骸
の

上
に
恥
を
ぬ
り
つ
け
、
一
門
親
類
に
も
疵
を
つ
け
、
無
念
千
万
の

次
第
な
る
べ
し
。」
に
引
か
れ
た
傍
線
や
、「
只
武
道
は
、
毎
朝
毎

朝
、
死
を
習
ひ
、
彼
に
つ
け
、
此
れ
に
つ
け
、
死
ん
で
は
見
死
ん

で
は
見
し
て
、
心
を
練
り
置
く
べ
き
な
り
」
へ
の
傍
○
も
同
趣
旨

と
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）
本
文
中
の
「
此
の
二
つ
の
道
」
は
「
忠
孝
」
を
指
す
と
読
め

る
が
、
小
山
本
で
は
「
二
ケ
道
」
は
武
道
と
武
士
道
と
を
指
し
て

お
り
、
郁
一
の
加
工
で
本
来
の
文
意
と
の
齟
齬
が
生
じ
た
と
想
定

さ
れ
る
。
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武士道の混乱、あるいはもうひとつの「創造」

＊
本
稿
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現
も
見
ら
れ

る
が
、
歴
史
的
史
料
と
し
て
の
観
点
か
ら
本
文
の
ま
ま
と
し
た
。
差
別

の
容
認
・
助
長
の
意
図
は
無
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

＊
英
語
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
ギ
ブ
ソ
ン
松
井
佳
子
教
授
に
ご
助
言
頂
い

た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

＊
本
研
究
はJSPS

科
研
費
（19 K

12928

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。




